
三幸 Company

創立50余年を迎えた三幸は、技術革新が進む半導体業界でプレゼンスを
発揮している。カーボン、セラミックス、精密機械の事業が3本柱で、
近年は精密機械の自社製造に力を入れる。
また大学とコラボレーションしてベンチャー企業を設立、
次世代「新素材」の開発にも取り組んでいる。

モ

益
は
右
肩
下
が
り
に
な
り
、
そ
の
状

況
を
打
破
す
る
た
め
に
、
自
社
で
の

モ
ノ
づ
く
り
に
着
手
し
た
の
で
す
」

（
奥
野
社
長
）

　

現
在
は
、
製
造
拠
点
と
し
て
富
山

県
と
熊
本
県
に
三
つ
の
工
場
を
擁
し
、

カ
ー
ボ
ン
（
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
）
製
品
、

合
、
素
材
が
何
で
あ
れ
、
ど
こ
か
で

必
ず
加
熱
を
す
る
工
程
が
入
る
。

「
加
熱
す
る
方
法
は
大
き
く
二
つ
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
抵
抗
加
熱
方
式
。

こ
れ
は
発
熱
体
に
電
気
を
流
す
こ
と

に
よ
り
発
生
す
る
熱
を
利
用
す
る
も

の
で
、
装
置
の
素
材
に
は
電
気
を
通

す
カ
ー
ボ
ン
を
用
い
ま
す
。
も
う
一

つ
は
高
周
波
加
熱
方
式
。
高
周
波
の

電
磁
場
に
よ
る
発
熱
現
象
を
利
用
す

る
も
の
で
、
装
置
の
素
材
に
は
、
電

気
を
通
さ
な
い
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
を
使

用
し
ま
す
。
当
社
の
主
力
商
品
は
、

そ
れ
ら
の
加
熱
装
置
で
使
わ
れ
る
カ

ー
ボ
ン
（
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
）
と
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
の
部
品
（
消
耗
品
）、
お

よ
び
、
そ
の
加
熱
装
置
そ
の
も
の
で

あ
る
、
真
空
炉
や
雰
囲
気
炉
な
ど
精

密
機
械
で
す
」

　

そ
う
説
明
す
る
の
は
奥
野
敦
社
長

で
あ
る
。
三
幸
の
創
業
は
１
９
６
９

年
。
当
初
は
カ
ー
ボ
ン
製
品
の
商
社

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
80
年
代
半
ば

か
ら
半
導
体
製
造
装
置
用
部
品
の
取

り
扱
い
を
開
始
し
た
。
転
機
は
２
０

０
０
年
こ
ろ
。
２
代
目
の
社
長
（
神

永
俊
浩
・
現
会
長
）
が
モ
ノ
づ
く
り

へ
の
挑
戦
を
始
め
た
の
だ
。

「
当
時
、
カ
ー
ボ
ン
メ
ー
カ
ー
な
ど

が
商
社
（
代
理
店
）
を
通
さ
な
い
で

顧
客
に
直
接
販
売
す
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
商
流
が
変
化
し
ま
し
た
。
利

ノ
を
作
る
と
き
、
融
解
や
化

学
反
応
が
必
要
な
加
工
の
場

の
引
き
上
げ
装
置
の
部
品
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ゴ
ッ
ト
の
引
き

上
げ
と
は
、
半
導
体
の
ベ
ー
ス
と
な

る
シ
リ
コ
ン
の
単
結
晶
（
結
晶
軸
の

向
き
が
同
一
の
も
の
）
を
作
る
工
程

の
こ
と
。
シ
リ
コ
ン
は
抵
抗
加
熱
方

式
で
加
熱
さ
れ
る
が
、
三
幸
は
そ
の

装
置
で
使
わ
れ
る
ヒ
ー
タ
ー
や
坩
堝

な
ど
の
カ
ー
ボ
ン
製
品
を
提
供
し
て

い
る
。
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
製
品
は
、
酸

化
・
拡
散
・
Ｃ
Ｖ
Ｄ
・
イ
オ
ン
注
入

の
工
程
で
、
酸
化
拡
散
装
置
や
イ
オ

ン
注
入
装
置
の
部
品
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
酸
化
物
育
成
の
分

野
で
は
、
主
に
高
周
波
加
熱
装
置
が

使
わ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
三
幸
の
セ

ラ
ミ
ッ
ク
ス
（
耐
火
物
）
が
採
用
さ

れ
て
い
る
の
だ
。

　

そ
し
て
精
密
機
械
製
品
は
、
ウ
エ

ハ
ー
の
酸
化
の
工
程
で
、
ウ
エ
ハ
ー

表
面
処
理
装
置
の
一
部
の
ユ
ニ
ッ
ト

品
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
ウ
エ
ハ

ー
の
酸
化
と
は
、
ウ
エ
ハ
ー
上
に
絶

縁
薄
膜
を
形
成
す
る
た
め
に
ウ
エ
ハ

ー
表
面
を
酸
化
す
る
工
程
の
こ
と
。

高
温
の
拡
散
炉
の
中
で
ウ
エ
ハ
ー
を

酸
化
性
雰
囲
気
に
さ
ら
し
、
表
面
に

酸
化
膜
を
成
長
さ
せ
る
の
だ
が
、
三

幸
は
そ
の
工
程
で
使
わ
れ
る
熱
処
理

ユ
ニ
ッ
ト
を
製
造
し
て
い
る
。

　

精
密
機
械
製
品
に
関
し
て
は
、
こ

う
し
た
半
導
体
製
造
向
け
だ
け
で
な

く
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
さ
ま

ざ
ま
な
用
途
の
装
置
を
製
造
し
て
い

る
。
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
大
学
の

研
究
室
や
企
業
の
研
究
開
発
部
門
だ
。

「
そ
う
し
た
現
場
で
は
、
小
規
模
の

装
置
で
研
究
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

世
の
中
に
な
い
も
の
を
作
る
研
究
な

の
で
、
既
存
の
装
置
で
は
対
応
で
き

ま
せ
ん
。
既
存
の
装
置
を
改
造
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
す
が
、
通
常
は
高

額
な
改
造
費
用
と
長
い
納
期
を
要
求

さ
れ
ま
す
。
当
社
は
小
規
模
な
会
社

な
の
で
、
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
柔

軟
に
対
応
し
て
専
用
の
装
置
を
設
計

し
、
細
か
な
修
正
を
施
し
な
が
ら
、

迅
速
に
納
品
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
わ
ば
少
量
多
品
種
の
装
置
の
製
造

が
得
意
で
、
そ
れ
を
強
み
と
し
て
い

る
の
で
す
」（
奥
野
社
長
）

　

同
社
は
装
置
と
部
品
の
両
方
を
扱

っ
て
い
る
た
め
、
装
置
作
り
の
過
程

で
整
合
性
も
取
り
や
す
い
。
研
究
部

門
は
機
密
事
項
も
多
い
が
、
研
究
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
守
る
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
環

境
も
あ
る
。
装
置
あ
り
き
で
は
な
く
、

研
究
者
に
寄
り
添
い
一
緒
に
な
っ
て

精
密
機
械
を
作
っ
て
い
く
姿
勢
が
評

価
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

モ
ノ
づ
く
り
の
川
上
に
あ
る

﹁
素
材
﹂
分
野
へ
も
進
出

　

こ
う
し
た
精
密
機
械
製
品
の
製
造

に
加
え
て
、
今
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
「
素
材
」
の
分
野
だ
。
具
体
的
に

は
、
放
射
線
を
遮
断
す
る
素
材
の
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
放
射
線
の

遮
蔽
体
の
中
で
も
特
に
中
性
子
の
遮

蔽
に
特
化
し
た
遮
蔽
体
で
、
福
島
第

一
原
発
の
燃
料
デ
ブ
リ
の
除
去
作
業

に
使
わ
れ
る
も
の
だ
。

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
製
品
、
精
密
機
械
製

品
を
製
造
し
て
い
る
。
大
型
の
部
品

は
卸
売
り
も
継
続
し
て
い
る
が
、
事

業
部
別
の
売
上
構
成
比
率
で
は
、
自

社
製
品
の
精
密
機
械
事
業
が
約
８
割

を
占
め
て
い
る
。

半
導
体
の
製
造
工
程
で
採
用

少
量
多
品
種
の
装
置
に
強
み

　

同
社
が
主
力
と
し
て
い
る
市
場
は
、

技
術
革
新
が
著
し
い
半
導
体
市
場
。

で
は
半
導
体
の
製
造
工
程
の
ど
こ
で
、

同
社
の
製
品
が
使
わ
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

　

カ
ー
ボ
ン
製
品
は
、
イ
ン
ゴ
ッ
ト※

半導体市場で
顧客ニーズに柔軟に対応
新素材の分野へも
積極的に進出する

「
廃
炉
を
安
全
に
進
め
る
た
め
に
は
、

原
子
炉
か
ら
燃
料
が
溶
け
落
ち
た

“
燃
料
デ
ブ
リ
”
を
取
り
出
し
て
分

析
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ

で
は
中
性
子
を
厳
重
に
遮
蔽
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
こ

れ
ま
で
半
導
体
分
野
で
蓄
積
し
て
き

た
装
置
や
素
材
の
開
発
力
を
生
か
し
、

中
性
子
を
遮
蔽
し
て
中
身
を
確
認
で

き
る
“
透
明
な
”
遮
蔽
体
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
」（
奥
野
社
長
）

　

将
来
的
な
用
途
と
し
て
は
中
性
子

の
遮
蔽
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

放
射
線
を
遮
蔽
す
る
透
明
遮
蔽
材
を

製
造
す
る
こ
と
で
、
医
療
分
野
や
化

学
分
野
へ
の
展
開
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
。

　

さ
ら
に
同
社
で
は
新
し
い
「
素

材
」
の
可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

た
め
、
東
北
大
学
、
名
古
屋
大
学
の

研
究
室
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
立
ち
上
げ
て
い

る
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）。

「
当
社
は
商
社
か
ら
始
ま
り
、
モ
ノ

づ
く
り
に
進
化
し
て
き
ま
し
た
が
、

外
的
環
境
の
影
響
を
受
け
る
川
下
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
ま
ま
で
は
経
営
の
安

定
化
は
望
め
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ニ

ッ
チ
で
あ
り
な
が
ら
モ
ノ
づ
く
り
の

川
上
に
あ
る
“
素
材
”
分
野
へ
の
展

開
が
必
要
だ
と
考
え
、
既
存
の
市
場

に
は
な
い
製
品
を
作
り
上
げ
よ
う
と

挑
戦
し
て
い
る
の
で
す
」（
奥
野
社
長
）

ビ
ジ
ネ
ス
ア
ン
グ
ル

2021

三幸

奥野 敦
代表取締役社長

富山工場にはクリーンルーム（クラス1000）が完備されて
おり、半導体関連・医療品関連などの製品まで対応が可能

ヒーターや坩堝、サセプターの他、断熱
材や保温シールドなどの設計も行う

カーボン
（グラファイト）製品

酸化物引き上げ用などの一般
耐火物の他、半導体製造装置
用セラミックスなど

セラミックス製品

※溶解後、ある一定の形の塊にしたもの。

真空関連装置や加熱関連装置など、顧客のニーズに
応じた装置を設計、製造する

精密機械製品



問い合わせ先
株式会社　三幸
〒105-0013
東京都港区浜松町2-13-14
サンワード浜松町2階
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FAX 03-5403-9251
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限
が
あ
り
ま
し
た
。
当
社
の
装
置
を

使
え
ば
、
イ
リ
ジ
ウ
ム
坩
堝
の
物
性

に
縛
ら
れ
な
い
育
成
環
境
を
作
り
出

す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
よ
り
多
様

な
材
料
を
使
っ
て
単
結
晶
を
育
成
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
」
と
、

装
置
の
さ
ら
な
る
メ
リ
ッ
ト
を
語
る
。

こ
の
装
置
を
使
う
と
、
ど
の
よ
う
な

単
結
晶
を
育
成
で
き
る
の
か
。
例
え

ば
、
放
射
線
を
受
け
る
と
発
光
す
る

シ
ン
チ
レ
ー
タ
と
い
う
物
質
の
単
結

晶
を
作
れ
る
。
シ
ン
チ
レ
ー
タ
は
、

医
療
用
画
像
診
断
装
置
や
空
港
の
手

荷
物
検
査
装
置
の
セ
ン
サ
ー
部
分
に

用
い
ら
れ
る
物
質
で
、
用
途
は
幅
広

い
。
も
う
一
つ
は
、
次
世
代
パ
ワ
ー

半
導
体
の
素
材
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
「
酸
化
ガ
リ
ウ
ム
」
の
単
結
晶

だ
。
酸
化
ガ
リ
ウ
ム
は
高
温
で
酸
素

と
ガ
リ
ウ
ム
に
分
解
し
や
す
い
と
い

う
難
点
が
あ
る
が
、
酸
化
し
や
す
い

イ
リ
ジ
ウ
ム
を
使
わ
な
い
Ｅ
Ｘ
Ａ
の

装
置
を
使
え
ば
、
チ
ャ
ン
バ
ー
内
に

酸
素
を
充
塡
し
て
酸
化
ガ
リ
ウ
ム
を

分
解
し
に
く
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

三
幸
と
Ｅ
Ｘ
Ａ
で
装
置
の
開
発
を

担
当
す
る
佐
藤
浩
樹
取
締
役
は
、「
ま

だ
装
置
は
開
発
途
中
で
す
が
、
よ
り

開
発
を
加
速
し
て
、
世
界
が
次
世
代

パ
ワ
ー
半
導
体
へ
本
格
的
に
移
行
す

る
と
き
に
、
当
社
の
装
置
が
結
晶
メ

ー
カ
ー
に
必
需
品
と
し
て
選
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
た
い
」
と
、
そ
の
可
能

性
に
期
待
す
る
。

界
的
に
高
騰
し
て
い
る
こ
と
。
高
品

質
単
結
晶
の
製
造
コ
ス
ト
を
下
げ
る

た
め
に
は
、
イ
リ
ジ
ウ
ム
坩
堝
を
使

わ
な
い
炉
が
必
要
で
、
私
た
ち
は
そ

の
炉
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
の
で

す
」
と
語
る
。

　

Ｅ
Ｘ
Ａ
の
炉
で
は
、
従
来
よ
り
数

桁
高
い
周
波
数
の
磁
場
に
よ
っ
て
、

酸
化
物
原
料
融
液
を
直
接
加
熱
・
溶

融
す
る
。
原
料
の
中
心
部
は
加
熱
で

溶
融
す
る
が
、
周
囲
を
冷
却
す
る
こ

と
で
溶
融
原
料
の
外
側
は
焼
結
さ
れ

る
。
つ
ま
り
原
料
そ
の
も
の
が
容
器

の
役
目
を
果
た
し
て
、
単
結
晶
を
育

成
す
る
の
だ
。

　

イ
リ
ジ
ウ
ム
の
坩
堝
を
使
わ
な
い

こ
と
で
、
製
造
設
備
の
価
格
が
安
く

な
り
、
単
結
晶
の
製
造
コ
ス
ト
は
低

減
す
る
。
Ｅ
Ｘ
Ａ
の
庄
子
育
宏
代
表

取
締
役
は
、「
イ
リ
ジ
ウ
ム
が
結
晶
育

成
に
耐
え
ら
れ
る
温
度
は
２
２
０
０

度
程
度
で
、
こ
れ
ま
で
融
点
が
そ
れ

以
上
の
材
料
は
使
え
な
い
と
い
う
制

　

三
幸
と
東
北
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
「
Ｃ
＆
Ａ
」
が
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
、
17
年
に
設
立
さ
れ
た

の
が
「
Ｅエ

ク

サ
Ｘ
Ａ
」（
宮
城
県
仙
台
市
）。

こ
こ
で
は
、
東
北
大
学
の
結
晶
育
成

の
技
術
と
三
幸
の
装
置
製
造
の
技
術

が
融
合
し
、
新
た
な
結
晶
育
成
装
置

の
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

同
社
の
研
究
室
で
開
発
中
の
装
置

は
、「
高
周
波
誘
導
加
熱
方
式
ス
カ
ル

メ
ル
ト
炉
」。
通
常
の
炉
と
違
う
の

は
、
コ
ス
ト
の
高
い
貴
金
属
の
坩
堝

を
使
わ
な
い
装
置
で
あ
る
こ
と
だ
。

　

Ｃ
＆
Ａ
の
代
表
取
締
役
で
、
Ｅ
Ｘ

Ａ
の
取
締
役
と
し
て
研
究
開
発
に
も

携
わ
る
、
東
北
大
学
金
属
材
料
研
究

所
先
端
結
晶
工
学
研
究
部
門
の
吉
川

彰
教
授
は
、「
通
常
の
炉
で
は
、
単
結

晶
を
育
成
す
る
た
め
に
、
融
点
の
高

い
イ
リ
ジ
ウ
ム
と
い
う
貴
金
属
を
使

っ
た
坩
堝
を
誘
導
加
熱
し
て
材
料
を

間
接
的
に
溶
か
し
ま
す
。
問
題
は
イ

リ
ジ
ウ
ム
の
酸
化
と
、
値
段
が
今
世

　

愛
知
県
名
古
屋
市
に
あ
る
「
Ｕ－

Ｍ
Ａ
Ｐ
」
は
、
16
年
に
三
幸
と
名
古

屋
大
学
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
誕

生
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
。
名
古
屋

と
連
携
し
、
サ
ー
マ
ル
ナ
イ
ト
を
用

い
た
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
シ
ー
ト
の
量
産

体
制
の
構
築
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

三
幸
の
取
締
役
で
Ｕ－

Ｍ
Ａ
Ｐ
の

前
田
孝
浩
Ｃ
Ｏ
Ｏ
は
、「
素
材
開
発
は

時
間
が
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

設
立
５
年
弱
で
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た

の
は
、
サ
ー
マ
ル
ナ
イ
ト
が
持
つ
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
か
っ
た
か
ら
。
三

幸
で
は
、
こ
の
サ
ー
マ
ル
ナ
イ
ト
を

製
造
す
る
高
温
抵
抗
加
熱
合
成
炉
を

開
発
、
現
在
は
反
応
効
率
を
上
げ
、

生
産
量
を
増
や
す
改
良
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
ユ
ー
ザ
ー
と
な
り

そ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
と
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
を
組
み
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
開
発
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き

す
る
よ
う
に
な
る
。
電

気
自
動
車
の
イ
ン
バ
ー

タ
ー
に
使
用
す
れ
ば
、

大
き
な
放
熱
フ
ァ
ン
が

不
要
と
な
り
、
車
体
を

軽
く
で
き
る
。

　

同
社
に
は
当
初
よ
り

企
業
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
が
多
く
、
す
で
に
岡

本
硝
子（
千
葉
県
柏
市
）

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
抱
負
を

語
る
。

　

仙
台
と
名
古
屋
の
地
で
、
最
先
端

の
技
術
を
導
入
し
な
が
ら
新
た
な
素

材
開
発
に
力
を
入
れ
る
三
幸
。
事
業

展
開
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
信
頼
関
係
を
築
き
、

そ
の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
だ
。

　

創
業
３
代
目
と
し
て
三
幸
を
率
い

る
奥
野
社
長
は
、「
こ
う
し
た
素
材
開

発
も
強
み
と
し
て
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
声
に
耳
を
傾
け
、
新
し
い
ア

イ
デ
ア
を
設
計
に
盛
り
込
ん
だ
製
品

を
自
ら
の
手
で
カ
タ
チ
に
し
な
が
ら
、

日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」
と
、
力
強
く
未
来
を
見
据

え
て
い
る
。

熱
伝
導
率
と
絶
縁
性
を
併
せ
持
つ
、

世
界
に
類
を
見
な
い
新
素
材
で
あ
る
。

　

も
と
も
と
窒
化
ア
ル
ミ
に
は
、
電

気
は
流
さ
な
い
が
熱
を
よ
く
通
す
と

い
う
特
性
が
あ
る
。
電
子
機
器
に
使

わ
れ
る
樹
脂
は
、
電
気
を
シ
ー
ル
ド

し
て
絶
縁
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
熱

を
通
さ
な
い
の
で
中
に
熱
が
こ
も
っ

て
し
ま
う
。
そ
こ
に
窒
化
ア
ル
ミ
を

充
塡
し
た
樹
脂
を
使
え
ば
、
素
材
自

体
で
の
放
熱
が
可
能
に
な
る
の
だ
。

「
た
だ
し
、
従
来
の
粒
状
の
窒
化
ア

ル
ミ
は
、
高
い
熱
伝
導
性
を
発
揮
す

る
た
め
に
樹
脂
の
中
に
80
％
以
上
充

塡
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
材
料
が
加

工
し
づ
ら
く
、
重
く
な
る
欠
点
が
あ

り
ま
し
た
。
当
社
の
サ
ー
マ
ル
ナ
イ

ト
は
フ
ァ
イ
バ
ー
状
で
、
効
率
的
な

放
熱
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
る
た

め
、
10
～
20
％
の
充
塡
量
で
絶
縁
性

を
担
保
し
つ
つ
、
高
い
熱
伝
導
性
を

発
揮
で
き
る
の
で
す
」（
西
谷
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
使
え
ば
機
器

は
よ
り
軽
く
な
り
、
電
池
も
長
持
ち

大
学
の
未
来
材
料
・
シ
ス
テ
ム
研
究

所
の
宇
治
原
徹
教
授
（
Ｕ－

Ｍ
Ａ
Ｐ

Ｃ
Ｔ
Ｏ
）
が
特
許
を
持
つ
、
繊
維
状

窒
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
単
結
晶
の
合
成

技
術
を
使
い
、
電
子
機
器
の
熱
問
題

を
解
決
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

同
社
の
西
谷
健
治
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、「
今

モ
バ
イ
ル
デ
バ
イ
ス
の
普
及
や
モ
ビ

リ
テ
ィ
ー
の
電
動
化
が
進
ん
で
い
ま

す
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
電
子
機
器
の

放
熱
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

電
子
機
器
に
と
っ
て
発
熱
は
大
敵
で
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
機
器
寿
命
、
安

全
性
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま

た
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
冷
却
設
備
も

大
型
化
し
、
全
世
界
の
消
費
電
力
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ

の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
機
器
部

材
を
高
熱
伝
導
化
し
、
素
材
自
体
の

力
で
効
率
的
に
放
熱
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

　
同
社
が
開
発
し
た「
Ｔサ

ー

マ

ル

ｈｅｒ
ｍ
ａ
ｌ

ｎナ

イ

ト

ｉ
ｔｅ
」
は
、フ
ァ
イ
バ
ー
状
の
窒

化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
単
結
晶
で
、
高
い

新
素
材
で
深
刻
化
す
る

電
子
機
器
の

熱
問
題
を
解
決
す
る
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